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概要
'Pwnll' is a supplemelltary program of compact size used in conjunction with wnn a11d Njove. It 
is pivotal in improving wn11'S critical human interface needed by Njove for editing Japanese language 
texts. ¥Vhen it reぐogllizescommand sequences Njove uses， itsuppresses wnn from evaluating 
them e1'1'onぞously句 andlets these character strings through wnll intact. It also offers excellent 
1110difiable key arrangel11ent for technical touch typi 自叫ts，including scie目ntistsand ac凸ade引l11icauthors 司
by dynamically reassigning various control keys. 
1 序論
日本語エディタである NjoYe[lJ [2] K対して合理的在入力方法を実現するととを意図して日本語入力用フロント
エンドプロセッサ pwnnを作成した。
そもそも NjoYeは El11a何型の英文エディタとして使い易さの面で既に定評のある JOVE[3Jを日本語でも使え
るように拡張改良したものであり、日本文字と英字や数式などが混在する文書の効率的在作成および編集に適する。
Njoveでは、漢字の入力機構(かな漢字変換機構)はエディタ本体には含まず、かな漢字変換フロントエンドプロセツ
サとして外部に存在するものを使用する。
少なくとも、 wnn[4] [5] [6] [7]はUNIXの標準的在かな漢字変換フロントエンドプロセッサとしてすべての
U;'{IXシステムで利用するととが可能になると思われる。そとで?、か在漢字変換機構を Njove本体から切り離したo
NjoYeはその分だけコンパクトになり、異なる UNIXシステムへの移植も容易に在る。
一方で、エディタではそのヒューマンインターフェイスの違いが使い易さを大きく左右することから、好まれる
かな漢字変換の方法は使用者毎に著しく異なる可能性がある。従って、 Njoveではかな漢字変換の方式の選択を使用
者の自由な裁量に委ねる。
言い換えれば、 Njoveが実際に使い易い日本語用エディタとして機能するには二つの要件を同時に満足する必要
がある。第ーに、 Njoveそれ自体が日本語の編集に真K過するように設計されていなければならない。第二に、 Njove
k対する日本語入力のフロントエンドとなる部分の性能をこれと平行して向 kさせるととも重要である。
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一般的な状況下では、 Njm・eはそのかな漢字変換に "'11が保用されるととを想定しているので、 Njow'の操作
性の少なからぬ部分は現実には "'11の操作性に強く拘束される。 "'11自体のヒューマンインターフェイスの機能(界
面機能)は、 Emacs型のエディタの持つコマンド体系を強く意識して作られてはいるが、それでもいくつかの改善す
べき点がある。そこで、 NjoveとW1111とを組み合わせて日本語の文書を編集する際の作業効率を向上させる新たな
工夫が必要になる。そのために、ターミナルと wn11の聞に、 wn11K対するフロントエンドプロセッサとしての役割
を果たす pW11nを新たに挿入する。 p"，n11はターミナルに最も近い位置を占めて、使用者が入力するターミナルから
の生のデータに最初に対応し、使用者の意図に従ってそれらのデータを指定された方法で処理してその結果を後続の
W1111 K渡す。そとで "'11は要求に応じてローマ宇をかなに変換し、更に続けてかな漢字変換を行なう。このように
して、 W1111の出力であるその変換結果がターミナルからの入力の本来の目的である‘使用者のプログラム‘ 1への入
力と在る。
"'11はそれ自体で完結した日本語入力用のフロントエンドプロセッサであるので、更にもう一段その W1111に対す
るフロントエンドプロセッサを重ねることに在る。とのように p¥'11を¥'11K重ねる方式には次の利点がある。
• W1111が利用できる UNIXシステムでNjoveの利点を簡便に生かすととができる。
• "'11の開発状況とはある程度独立に、必要な機能を備えた pW1111を作成できる。
-コンパクトな pwnnをそれぞれの使用者がカスタム化して、 wnn自体はら標準'のまま利用することが可能で
ある。とうすると、例えば、各人が自分の pWll11を携行する ζとKよって、他のシステムで日頃の慣れた入力
環境を再現するのが容易になる。
とのような方針から、 pwnnはW1111の配布されている版をそのままの形で利用する20 pW1111の採用によって、
Njoveでの編集に必要な界商機能のか在りの部分は実周囲でほぼ満足できるところまで実現できる。
以下の記述では、特に断ら在いかぎり pwnnK固有の部分と ¥'11に属する部分とを一体化して pwnnと呼ぶ。し
かしながら、特に W1111それ自体の機能がそのままの形で表而に出ている部分についての記述である場合には、ーpwnn'
と‘wnn'とを区別する。
2 pwnnの概要
一つのターミナルから shellに対して pwnnを起動させると、 pW1111は擬似端末 (pty)を獲得して更に W1111を起
動する。従って、論理的には二つの特殊なプログラム (pw11nとW1111)とがカスケード状に通信回線の中途に擬似的
に挿入された状態Kなる。との状態は、次Kコマンドレベルでexitを入力して pW1111を終了させるまで持続する。こ
のよう在状態では、あるプログラムがそのターミナルに対して入出力を行なうと、その入出力データはすべて途中で
pW1111および W1111を経由するので、そのターミナルからのキーボード入力は、 pW1111および W11nが生のデータを処
理した後のものが、あたかもターミナルから直接入力されたかのよう Kそのプログラムに入力される。プログラムか
らの出力も同様に pW11nによって途中で処理されて物理的なターミナルに送られる。
pW11nが起動されている状態では、ターミナルの岡商の最下段の 1行3がW1111の専用領域として割り振られる。
とのあらかじめ取り置かれた領域を wn11の変換行と呼び、 W11nがターミナル使用者と対話するときの窓として排他
的K使用する。
1 Njoveがその代表例であるが、 pwnnはshellのコマンドラインを含めたあらゆる状況の下で全く同様に使用できる。例えば、 gr叩が日本
語を受け入れるように拡張されていれば、その引数に日本語の文字列を用いる ζ とができる。以下ではこれらを総称してliに‘プログラム'と呼ぶ
ととにする。
2pwnnはwnnの現行版である ¥¥'nnVersion 3に基づいて作成されているが、近く配布が始まる Version4においても wnnの基本的なイ
ンターフェイス仕様は変更されていないので、 pwnnはそのままの形でWnnVersion 4にも対応できると思われる。
3defallltでは 1行だが、オプション指定で任意の行数を変換行として使用できる。
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pwnnの主な機能はターミナルからの日本語入力に際して、実時間で対話的に入力データのローマ字かな変換お
よびそれに続くかな漢字変換を行在うととである。そとで、 pWllllには 4荷額のモードを持たせて、それぞれを異な
る字種の出力に対応させる。とれらのモードの問の遷移は、 pWllllのそれぞれのモード毎K定義された‘制御キー『
と呼ぶ 1種類から 3種類のキーの一つをキーボードから叩くことによってターミナル使用者が意のままに行うことが
できる。
pwnnの開発の最重点対象である Njov<，での日本語入力の最適化を図るために、 Njoveの特定のコマンドに対し
ては pwnnはそのモードを自動的に遷移したり、一時的に ¥¥'nn0)変換を抑制したるする機能も合わせ持つ。 Njove
のどのコマンドに対してどのようにモードを遷移させるかはすべて、個々の使用者がpwnl1のカスタム化のためにあ
らかじめ作成する特別のファイルの中で指定できる 10
3 pwnnの設計の基本方針
pwnnの設計では、優れた性能の日本語端末装置を用いて totlchtypingで作業する場合の科学技術文書の入力時
の作業効率を最優先するようにした。
3.1 ローマ字入力に対する最適化
ほとんどの日本語端末装置のキーボードは』カナ『キーによって、 ASCIIコードと半角カタカナコードとを使い
分けるととができるように設計されている。従って直接半角カタカナコードを入力してそれを基にかな漢字変換を行
なわせるととも勿論可能であるが、現実には UNIXによる科学技術文書の作成にはほとんどの場合ローマ字入力方式
が探用されているようである。ローマ字入力が好まれる理由は概ね次のようなものであると考えられる。
-当然のととながら、 UNIXでは ASCIIコードを常用するから ANSIキー配列に慣れている。 JISカナキー配
列を混用すると混乱を生じて能率が逆に低下する。
• JISカナキー配列は 3段ではなく 4段のキー配列を用いて文字を入力しなければならないので、 touchtyping 
がやりにくい [8]0
• JISカナキー配列ではカナ入力においても shiftキーを常用するが、 totlchtypingの際にはこれは速度を低下
させ誤打を増加させる原因の一つでもある [8][9]。
そとで、 pwnnではローマ字入力に対して最適化を行なう。更に、 pwnnでは tonchtyping時に偶然らカナ'キー
に指が触れて不本意に半角カナコードが入力されるのを未然に防ぐとともできる。ソフトウェアによって実現されて
いるとの機構を pwnnでは‘カナキーロック『機構と呼ぶ。
3.2 使用する文字コードの選択
pwnnは、 Njoveにおいて採用している字種を合理的に処理できるように特別の配慮をする。そのために、次の
ような条件に適合するように使用する字種を定める。
3.2.1 使用する日本文字コードは拡張UNIXコードに限る。
UNIXシステム内部の不要な混乱を回避するためにも、すべてのUNIXシステムが一つの合理的な日本語の文字
コード体系に統一されるのが望ましい。そとで、 NjoY('では日本文字コードとして一貫して拡張UNIXコード (EUC)
4pwnn e.Njoveとが連携して機能する極めて限られた一部のコマンドを別とすれば、との機能は対象を Njoveに限定するものではないから、
Nemacsに対しでもまったく同様の pwnnのカスタム化が可能である。これは、とれらの二つのエディタのコマンド体系がほぼ共通したものであ
ることに基づいている。
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を用いる。従って、 pwnnもまたひらが在、カタカナ、漢字などの日本文字に対して 2バイトのEUCコードを用い
る。
3.2.2 使用する文字セットの全体に重複がないようにする。
pwnnでも Njoveと同じように
1.半角のカナ
2.全角の記号、数字、アルフアベット、空白文字などのような、 ASCII文字と重複する文字
は使わない。基本的Kは同じ文字を指す2種類のコードを併存させることによって生じる不必要な混乱は日本語の文
書処理全般にわたる障害となる可能性がある。例えば、 grepによる文字列の検索や、 τ，&Xによる清書(製版)処理
の際K、人間の思考の上では同じ文字として扱われているものに、外見が酷似した '2つの文字、として別のコードを
割り振るのは不条理であり、実際面でも不都合が生じる。
Njoveでは、今後の文書処理の趨勢として、日本語の文書についても出力の美的印象が問題となる文書は然るべ
き専門の清書プログラム5を日常的K使用するようになるととを想定している。従って、出力時における異なる大き
さの字体の選択は入力時に同一文字に対して複数種類存在するコードの一つを指定するのではなく、独立した別個の
清書プログラムがその選択を担当することを暗黙のうちに仮定している。
とのような方針に沿って、使用者が意図的に指示しない限り、 pWl1l1は入力時における半角カナおよび全角記号
在どの混入を積極的に排除する。
3.3 UNIXシステムでの日本語文書処理における touchtyping入力への配慮
UNIXシステム全般で広く使用されている標準的な ANSIキーボードを用いてローマ字による日本語文書の作成
や編集を行なう際κ、英文における作業と同様I'C.touch typingを採用して効率を上げ、あわせて、入力作業の疲労
を極力軽減したい。そのために、ローマ字入力を採用する ζとは既に述べた。
とζろで、特に科学技術系の文書Kおいては、キーボードのホームキーポジションから指を離さずに、 ASCII文
字、ひらがな、カタカナ、漢字を随時切り替えながら入力できるのでない限り、日本語入力を touchtypingで行な
うのは現実的でない。
そこで、実用κ耐える日本語のためのtouchtypingを実現するために、 pwnnI'C.は幾つかの独自の工夫を施し
た。後で述べるアスキーモードの導入、制御キーによるモードの切り替え、キーを修飾するという方法はいずれも
touch typingでの効率を向上させるためのものである。
3.4 使用者の多様な使用形態に適応できる柔軟性
pwnnが具備している独自の機能の多くは、その一つひとつを使用するか否かを pwnnの起動時のオプション指
定で選択できるo
更に、 Njoveのコマンドの一つひとつに対する pwnnの対応についての指定を特別のファイルに書き込むととに
よって pwnnのカスタム化が可能である。
ζれ以外にも、キーの配置を自由に設定するととができるに例えば、 UNIXの制御にはqwertyキー配列、英文
入力には Dvorakキー配列、ローマ字入力には使用者が独自に考案したローマ宇専用の特殊配列、の3者をそれぞれ
同時に使用するととも可能であるo
5代表例は日本語化された1D'Xである。
6本稿ではキー配列の変更方法や制御キーならびに修飾キーを指定する方法に聞しての詳細は宮E愛する。
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4 pwnnの起動と終了
ターミナルから
% pwnn -i -s -q 
と入力するとに
Wnn(かな漢字変換フロントエンドプロセッサ)
1 
、 ，
?
?
?
という wnnのメッセージが阿而に出て、 pwnnが起動されたことを示す。とれ以降はターミナルの入出力はすべて
pWl1l1を経由することになる。
p'γ1111を終了するには、後述の透過モードまたはアスキーモードのときに shellK対して
% exit 
と入力すればよい。
5 入力字種の選択のためのpwnnの4種類のモード
pWllllは常に
1.透過モード
2.ひらがな変換モード
3.カタカナ変換モード
4.アスキーモード
の4種類のモードのいずれかにあり、それぞれのモード毎に入力する文字列をどのように変換するかが異なる。図1
に示すように、 3種類のキー(主制御キ一、副制御キ一、補助制御キー)によってモードの切り替えを行うに
5.1 透過モード
pwnnが起動した直後の段階ではキーボードからの入力は、 BackSpace以外は、すべて叩いたキーの表面K表示
しであるとおりのASCIIコードそのものである九
ζのとき画面の最下行である変換行の左端には、 ¥'1nが‘[ーー]ーというモード表示マークを表示し、 pwnnが‘
透過モードーにある ζ とを示す10。
pwnnでは主制御キー11として BackSpaceキーを用いる。主制御キーを押す毎に透過モードと‘ひらがな変換モー
ド‘とが交互に入れ替わる。 UNIXにおいて必要とされるすべてのキ一入力は pwnnの透過モードの下で行うことが
できるから、日本語入力の有無にかかわらずpwnllを起動しておいて透過モードで使用し、日本語入力の必要が生じ
た時に変換モードに切り替えて入力すると円滑に日本語入力が実行できる。
7後で述べるオプションは -j-8 -qという形で指定する。任意の数と組み合わせを選ぶζとができる。
8pwnnでは使用者がとれらの制御キーの配置位置を自由に設定できるが、以下では defllllltの設定を採用したものとして記述する。
9pwnnの初期状態の defllult値は透過モードκ設定されている。
10実際には後述の‘アスキーモード司でも同ーのマークが左下に表示される。
1 tTNIXのコマンドの入力においても、 wnnによるローマ字か念変換においても、あるいは Njoveでの日本語文書編集においても、通常
BllCk Spaceキーは使用する必要がない。そとで、 pwnnではとのキーを主制御キーとして使用する。
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exit 
図 1:3種類の制御キーによるモード問の遷移
困日目回目凹巴回日目白回日日回目
巨]回回目回目回目白回日巴巴亡1
回ILock I回目回巴回回目巴回日日田正]
口回目回回目巴回囚回日巳回日日目
図 2:透過モードにおける設定
5.2 ひらがな変換モード
pwnnが透過モードにあるとき、主制御キーを一度押すとひらが在変換モードになる。とのモードではキーボー
ドからの入力はローマ字入力と解釈されて、 W1111のローマ字かな変換機構がひらがなに逐次変換する。 W1111はひら
が在の文字列の部分に対してのみか在漢字変換を行うから、日本語の入力作業では専らとのひらがな変換モードを利
用することになる。変換行の左端には‘[あ r]‘というモード表示マークが表示される120
5.3 カタカナ変換モード
ローマ字入力をひらがなでは在く、カタカナに変換したい場合には、補助制御キーによって pwn11のモードをカ
タカナ変換モードに変えればよい。補助制御キーとして pWl1l1ではLキーを用いる13。
補助制御キーを一回押す毎に pwnnのモードはひらがな変換モードとカタカナ変換モードとの聞を交互に遷移す
12変換行は常に wnnが直綾管理しているから、前の‘[ーー]'と同隊に、 ζれも wnnが/11す表示そのものである。
13ローマ字入力では通常 I(りを使用する必然性はないので、 pW1l1lの標憎のキー の設定では事n助制御キーを Lキーに設定して使用するように設
計した。
る。
回日目白回目白回日回目回日日回目
巨日回回目回目回目白回目白囚仁]
凪困巴囚回目回目凹囚困回日田正]
Shift 回目回目白田巴回目巴回 Shift 回
図 3:かな変換モードにおける設定
5.4 アスキーモード
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ローマ宇かな変換による日本語入力の途中でASCII文字を入力するには一時的にローマ字か在変換モードから抜
け出て無変換でASCIIコードを入力する機能が必要である140
そとで、 pWllllでは透過モードとは別個に‘アスキーモード司を設け、かな変換モードとアスキーモードとの聞の
切り替えを副制御キーによって行う。副制御キーとして pwnnでは/キーを用いる150
函日日目回目回目白囚回目日目回目
日回回回回目白回目回回目白亡l
回目回目回目回目白回目白日囚日
Shift 巴山田回日回囚回日日固 Shift 回
図 4:アスキーモードにおける設定
主制御キーを用いて透過モードにすればASCIIコードを入力できるが、との方法は日本文字と英字の両文字が混
在する文書の編集にはかならずしも能率のよい方法ではない。透過モードでは主制御キーを除く全てのキ一入力をそ
のまま pWllllないしは Wllllを透過させ、 Wllllを経由し在いで直接入力する場合とほぼ同じ使い勝手を実現する点κ
最大の主眼がある。そうすると、主制御キーとしてモードの切り替えに使用できるキーは‘文字'として使用される
可能性が最も少ないキーでなくてはならない。
14pwnnは透過モードでは ASCIIコードを出力するが、とのときキーボードの入力を pwnnで加工せずにそのまま透過させるととを保証して
いる。とれに対しアスキーモードでは叩かれたキーと出力する ASCIIコードとの関係はそれぞれの利用者が自由に設定できるように設計されてい
る。仮に、大胆なキーの再配置を行ったためにアスキーモードで使用者が混乱に遭遇したとしても、主制御キーによってアスキーモードは必ず透過
モードに遷移できる。従って、透過モードの標憎のキー配置に戻る ζとにより符易にターミナルの制御を回復できる。
15ローマ字入力では使用する必要がないが ¥.ouchtypingにおいて楽に叩くことができるキーとして/キーを採用した。ちなみに、/キーの近
くの'キーはローマ字入力の際にはナ行の入力と‘ん'の入力の反別をするのに使用する。従って、他の目的、例えば副制御キーとして用いる ζ と
はできない。
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一方で、アスキーモードではtouchtypingに際してASCIIコードを入力するのが主主担いである。透過モード
とは異在り、使用頻度の低い記号キーを含めたキーボード上の全てのキ一入力をASCIIコードに対応するコードと
して受けつけなければ.ならないという制約はアスキーモードにはない。既に述べたように、 UNIX全般の入力作業は
透過モードのもとで支障在く行なうことができるから、これと相補的なアスキーモードは専ら日英の文字列が混在し
た文書のASCII文字部分を能率よく入力するための特別のモードであると割り切って差し支えない。そとで、アス
キーモードに対しては、そのような文書の入力の際に touchtypingでの高速入力を可能ならしめるようなキー設定
を選択することができる。
特に科学技術系の文書では、日本文の途中に専門用語や数式記号などASCII文字が頻繁に使われる。そこで、日
本文字と英字とを切り替える副制御キーを使用する機会は、記号としての/の出現頻度よりも格段に高いと考えられ
ることから、 pwnnでは副制御キーとして/キーを用いる ζととした。
5.5 モードの切り替えに伴うトラブルの回避
特に touchtypingで高速に入力を行う際に、頻繁にモードを切り替えることに付随して発生する入力ミスを極力
減らす工夫をした。
キーボードのクリック音の周波数をソフトウェアで選択できる端末装置16では、 pwnnはとの4種類のモード毎
に明確に異在るピッチのクリック音を出す。とれKよって、岡而を見ずに入力している時でも音の高さによって現在
のモードを把握するととができる。
wnnとは異なり、 pWllnはかな変換モードから透過モードまたはアスキーモードに遷移する際に、変換行のデー
タを自動的にプログラムに排出する。とれは、 W1111の使用経験に基づく有効なトラフ.ル回避策の一つである。
6 pwnnのオプションの選択
pwnnはその起動時に行うオプション指定のパラメータの選択によって、キーボード上のいくつかのキーに対し
て特別の機能を持たせるととができる。とのようにあるキーに別の意味を持たせるととを、そのキーを‘修飾する‘
という。
6.1 -iオプション
ANSIキーボードを用いて touchtypingで入力を行う際に底力を発揮する。日本文字と英字とが混在する文書の
作成には特に適している。とのオプションを指定すると
1.かな変換モードにおいて次のキーが修飾される。
/ 副制御キー(かな変換モードとアスキーモードとを入れ替えるキー)になる。
Space かな漢字変換キーになる。
確定キーになる17。変換行の文字列をプログラムκ排出して変換行を空にする。
l( f) 補助制御キー(ひらが在変換モードとカタカナ変換モードとの聞を切り替えるキー)になる。
¥ ¥キーは特別の場合に‘無修飾化キーーとして機能するように修飾される。無修飾化キーは、後続
のキーが指定された修飾キーであった場合には¥文字という意味を失ぃ、直後のキーの修飾を一
時的にキャンセルして本来のASCII文字のキーとして機能させる。それ以外の場合には通常の¥
16例えば、ピクターデータシステムズ製のV4Wシリーズはとの機能を備えている。
17広〈用いられている用語に琳じて‘確定キーーと呼ぶが、機能を正しく表現するならば、 ¥vnnからデータを外部に排出させるという意味で、
‘排出キー'と呼んだ方がよい。
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キーとして機能する。¥キーが無修飾化するのは、 Space、:、/の各キーである。¥キーに続け
てSpλ刊、:、/キーのいずれかを叩くことによって、一iオプシヨンの下のかな変換モードにお
いても、キ一本来のASCII文字である空白、:、 /を入力するととができる。言い換えれば、¥
キーを叩くと、¥が表示されるが、続けて上，;己のキーの一つを叩くと¥がこれらの文字のひとつ
に自動的に置き換わる。とのモードで文字としての¥の直後に修飾キーのひとつを使うには、¥
の直後に C~g を日 rJ く 18 0 (C-gは¥の無修飾化機能を遮断する。)
2.アスキーモードでは
/ 副制御キ一(かな変換モードとアスキーモードとを入れ替えるキー)になる。
¥ ¥キーの無修飾化の対象になるのは、/キーだけである。¥キーの直後に/キーを叩くと、/
キーは ~i オプションで述べた修飾されたキー(副制御キー)ではなく、キ一本来の ASCII 文字 (j)
が入力される。¥キーを叩くと、¥が表示されるが、/を入力すると¥が/K自動的に置き換わ
るO
とのオプションを指定しないと、副制御キーも補助制御キーも定義されないから、アスキーモードへ遷移するこ
とはできない。従ってこのときは、アスキーモードは存在しないのに等しい。
6.2 -sオプション
このオプションを選ぶと、』標準設定‘の Wllllがか在変換モード時に実行する次のよう在キーの・読み替え‘を
pWllllは抑止して、キーに記された本来のASCIIの記号を出力させる。特に科学技術系の文書の作成の際K標準的に
使用するオプションである。
Wllllが‘「‘に変えるのを抑止して、.[‘を出力させる。
Wllnがら」‘に変えるのを抑止して、"]‘を出力させる。
/ Wllllが日(中点)に変えるのを抑止して、ソーを出力させる190
6.3 -qオプション
このオプションでは、ローマ宇入力の際にもな‘行(および‘ん、)の入力のためのもn'の働きはそのままにして、
その他に、 qキーを‘ん‘文字専用に割り当てる。伝統的なローマ字表記の一つの問題点は、ーな‘行と‘ん司とに同
じ文字・n'を割り振っているために、両者の識別が不必要にあいまいになっていることである。このオプションで導
入した方法によって、入力のストローク数を増やさずに、‘ん司に母音またはらや‘行が続くときの難点を回避する
ととができる。計算機におけるローマ字入力は、外国人に正しい発音で読んでもらうことを担いとしている訳では在
く、ひらがなとの一対ーの対応関係のほうがはるかに重要である。従って、統一式(訓令式)表記法を採用して更にと
の -qオプションを用いると入力の高速化の函では効果がある。
なお、 wnnでは、かな変換モードの時に qキーを叩くと特殊な入力状態になる。このとき、モード表示マークは
ら[q]‘に変わり、後続の入力は C-gが入力されるまですべてASCII文字のまま(ローマ字に変換されずに)変換行K
入って行く。 C-g によって元の変換モードに戻る。 pwnn の ~q オプションの下で Wlln のとの機能を使用するに
は、 iオプションの場合と同じく¥キーで qキーを無修飾化すればよい。
18一般に、コントロールキー(引rlキー)を押したまま zキーを押すととを C-xという形で表す。
19中点(中黒)は¥cdotを使って組み版するのが1EXの標徴的在方法である。
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6.4 -zオプション
pwnnによるカナキーに対するソフトウェアロァクを外し、カナキーが使えるようにする。このオプションを指
定しない ddaultでは、半角コードの入力を検出する毎に、 pwnnは警告のベルを鳴らしてそのデータを破棄する。
従って、カナキーに過失で触れて半角のカタカナコードが入力されたとしても、 pwn11はその入力を確実に拒否す
る。
7 Njoveのコマンドを wnnに捕捉させないための工夫
当初から Emacsを意識して設計されている W1111は、かな変換モードにおいて、 C-x型の制御コード単体のみよ
りなるコマンドを透過させるように作られている。しかしながら、 NjowのC-x+ら文字列‘型および ESC+‘文字
列司型のコマンドでは C-xおよび ESCのみを透過させて、それに続く文字(列)を W1111は変換行に横取りしてしま
い、 Njoveのコマンドの一部としてそのままの形でプログラムに排出してくれない。日本文の編集時に、かな漢字変
換がいつでもできる状態を保ったままで(wnnの内部状態をあまり意識せずに)ポイントの移動や削除などの編集作
業を行いたいが、乙れではそれができないので、 I可jo刊での作業効率を著しく劣化させる。 ζのととは、日本文を英
文と全く同等の使い勝手で編集したいという Njow'の基本方針にそぐわない。
7.1 pwnnにおける解決方法
この問題は wnnのカスタム化機能によっても解決できない。そこで¥‘wnnのフロントエンドプロセッサとして
のpwnn'l'C動的にwnnを操作させることによって、 (wnnを包合した意味での)pW1111はNjow側の要求であるその
よう在機能を実質的に実現する。
具体的には、使用者のホームディレクトリに
.pwnn_term 
というサプディレクトリを設け、その下に、使用するターミナルの種類毎にUl¥'IXの環境変数$TERMが識別するター
ミナル名をファイル名とするファイルを作る。とのファイルには、 Wll11を透過させたいコマンドの文字列を例に示
すよう在形式で記述しておく。ただし、透過させることができるコマンドは最初のコードがC-xで始まる文字列であ
るか、あるいは ESCコードで始まる文字列のいずれかでなければならない。
ζのように、使用者にファイルを作成させる方式を採用しているのは、そもそも Njoveがソ.joveterm/<terminal
名〉によって自由なカスタム化を許しているからであれー/.pwnn_term/<terminal名〉の内容もそれで定義され
たものと同じ Njoveのカスタム化されたコマンドの文字列を用いなければ在らない。
7.2 Njoveのコマンド文字列を透過させるためのカスタム化ファイルの例
上で述べたカスタム化ファイルの一例を次に示す。
# Customization file for pwnn 
# used with Njove 
ESC { backward-paragraph 
ESC C-B backward-s-expression 
ESC A backward-sentence 
ESC B backward-word 
ESC < beginning-of-file 
ESC ， beginning-of-window 
ESC C case-word-capitalize 
ESC L case-word-lower 
ESC U case-word-upper 
ESC C-L clear-and-redraw 
ESC W copy-region 
C-x c-o delete-blank-lines 
C-X K delete-buffer 
C-X D delete-current-window 
C-X 1 delete-other-windows 
ESC¥delete-white-space 
ESC > end-of-file 
ESC . end-of-window 
C-X E execute-keyboard-rnacro 
C-X C-X exchange-point-and-rnark 
ESC J fill-paragraph 
ESC M first-non-blank 
ESC ] forward-paragraph 
ESC C-F forward-s-expression 
ESC E forward-sentence 
ESC F forward-word 
C-X 向 grow-window
ESC D kill-next-word 
ESC Rub kill-previous-word 
C-X C-K kill-region 
ESC C-K kill-s-expression 
C-X Rub kill-to-beginning-of-sentence 
ESC K kill-to-end-of-sentence 
ESC -rnake-buffer-unrnodified 
C-X C-N next-error 
C-X N next-window 
ESC C-V page-next-window 
C-X C-P previous-error 
ESC V previous-page 
C-X P previous-window 
ESC Q query-replace-string 
ESC Z scroll-down 
C-X 2 split-current-window 
C-X C-T transpose-lines 
ESC Y yank-pop 
171 
172 
pWllllはかな変換モードのときに C-xまたは ESCをキーボードから受け取ると、先ず自動的に透過モードに遷
移し、後続の文字列を逐次透過させる南方で、それが ζのファイルに大文字に変えて苦かれている文字列のパターン
のいずれかと』致するかどうか比較する。もし一致すれば、 pwnnのモードを当初のモードに戻す。いずれとも一致
しなければ、透過モードのままになっている。
ただし、一つだけ例外がある。 'query-repla何 -string‘については、 ESCqと入力されたととろで元のかな変換
モードに戻るがそれに続く文字列の2度目のReturnコードを受け取ると、再び透過モードに変わる。 ζの対話的な
置き換えコマンドは、置き換える対象となる文字列と、新しい文字列とを TIetUrIlキーで区切りながら続けて入力す
る。との後で置き換えの指示を ASCII文字の l文字を逐次入力することによって行う。従って、この最後の段階で
はコマンドの一部として pWllnがASCII文字をそのまま排出しないと NjoYeは混乱してしまう。
8 結論
pwnnによって実現てeきた主要な機能は次の通りである。
1.日本文字と英字とが混在するような文書を touchtypillg Kよって入力することが可能になった。
2. wnnのかな変換モード時でも Njoveのコマンドを実質的に透過させるととができるように在った。
との結果wnnを用いて Njoveで日本語の文書を編集する際の入力効率が大幅に向上した。特に英7・を混ぜて使用
する科学技術の分野の各種の文書や学術論文などの作成が容易になった。
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